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マ トリッ クス 訓練は 日本語で も有効で ある

　　　
一 言語遅滞児に おける多音節文 タク トの 獲得一

　　　　　　　　　　　 呉 如恵 ・杉 山尚子 ・佐藤方哉

　　　　　　　　　　　　　　　（慶應義塾大学）

　 本研究 は 、Espc：r〈1925）を源 とす る言語習得訓練 の 1
−t．．1で あ る マ トリ ッ ク ス 訓練（Wetherby ，

1978他）が 日本語

の 文法構造 に お い て も有効 で あ るか 、 また 、マ トリ ッ

クス を 4次元 に まで 拡張 で きるか 否か を実験的 に 検討

す る と共 に 、言語 遅 滞児 に 多音節文の 発話を訓練す る

こ とを 目的 として 行 な わ れ た。

　　　　　　　 　　　 方　法

被験者 ：実験開始時 の 生活 年齢 5 歳 3 ケ月 の 言語遅 滞
の 男児 。

rTPA 言語学習能力診断検査による言語 レベ ル

は 3 歳 6 ケ月 で あ り、 3 語文以上を話す こ とは なか っ

た。

案 験 場所 ； K 大学社会学研究科 実習室 で 、 原則 として

週 ユ回、30分 程度行なわれ た 。

訓練文 ：

1 ） マ トリ ッ ク ス の 次 元数 ： マ トリ ッ クス を構成す る

次元数 は 、形容詞 で 示 され る 「色 ．」 、 名詞で示され る

「物 」 、名詞 で 示 され る 「場所」、前置詞 で示され る

「位 置 」 の 4 次 元 で あ る。したが っ て 、訓練文 は、
「
一
繰 の 消 しゴ ム を

・
箱 の後 に 置きま した 」 の よ うな 5 語

文 とな る （動詞は 営 に 同じで あるか ら次元 に 含まない ）。
2 ） 実験 に 用 い る単語 と対 応す る 指示体 ： 「色 」次元

3要素、　「物」 次 元 5 要 素、　「場所」次元 4要 素 、
「

位置」 次元 4 要素の 単語 と実物が、実験前ア セ ス メ

ン トに よ っ て 選ばれ た 。 実 際に 用 い られ た単語 （実物）

お よび、名称 の 既知 ／ 末知 の 別 は 表 1 の 通 りで あ る 。

な お 、刺 激 と な る実物は、ほ とん どか 市販 の 物で あ っ

た が 、 「銀色 の 下敷き」や 「銀色 の ノ
ー

トートの ように

市 販 され て い な い もの は、主 に 白色の物に銀色を着 色

して 用 い た 。

3 ） サ ブ マ トリ ッ クス の 構造 ： サ ブマ トリ ッ クス 〕は

既 知 の 単語 だ けか ら構成さ れ る 文 の 集合 で 、こ こ に 属

す る文の 数 は ／2ある。サブ マ トリ ッ ク ス H か らV は、

知 らな い単語が 1つ 以上含 まれ て い る文の 集合で 、そ

こ に 属す る文 の 数 は、そ れ ぞ れ、15、45、72、96で あ

る。した が っ て、各サプ マ ト リ ッ クス に属する文の う

ろ 工つ だ けを 訓練する こ とに よ つ て、235の 文 が訓練

な しに 生成され る こ とが予想 され る 。 各サ ブ マ トリ ッ

クス で 、訓練 に 用 い た文は 表 2 の 通 りで あ る、，

実験デザ イ ン ： サ ブ マ トリ ッ ク ス 間多層 ベ ー
ス ライ ン

法 を 用 い た 。

手続 ： 実験 は べ 一ス ラ イ ン 、訓練 、般化、維 持の 4 つ

の フ ェ
ーズ に 分け られ る 。 各 フ ェ

ーズ に おける
一
般的

手続 は 以下 の 通 りで あ っ た。

〈 ベ ー
ス ラ イ ン 〉 実験者は 、 被験児 の 名前を呼 ん で 注

意を惹 い た 後、刺激を提示 する （ある色 の あ る 物をあ

る場所 の ある位置 に 置 く） 。 た とえば 、 緑の 消 しゴ ム

を箱 の 後ろに 置 く。次 に、 「先生は何を しましたか ？」

と被験児 に質問す る。言語 反応が あれば、それを記 録

し 、 次の 試行 に 進む。言語反応がな い 場合は再度質問

するが、質問 は最高 3 回で 打ち切 っ た 。 反応 とは 無 鬨

係 に 、 3 試行 ごとに ジ ャ ン ケ ン を し、シ
ー

ル を与え 、

課題遂行を強化 した 。

〈 訓 練 〉 訓練 は基本的 に は 健常成人を示範者 とす る モ

デ リン グによっ て 行なわれ る 。 刺激提示および質問 の

仕方はべ 一
ス ラ イ ン と同様で あ る 。 訓練は観察試行 と

模倣試行か らなる。観察試 行 で は、実験者 とは別 の 成

人が モ デ ル と して 実験者 の 質問 に 正 しく答え る こ とを

観察させ るもの で 、 こ れを 3 試行行な う 。 次 に 模倣試

行を行 なうが、こ れ は 3 ス テ ッ プ に 分け て行な っ た 。

z並 上 ： 刺激を提示 し、モ デ ル に 対 して 「先生 は

何 を しま した か ？−1の質問 を し正 反応 を観 察 さ せ た 後 、

被験児 に 対 し質 問す る。

ス テ ッ プ 2 二 「ち ゃ ん と × × 先生 （モ デ ル ） の言う こ

とを聞きなさ い 」と教示 して か ら、モ デ ル が示範する。

塑 1 「今度は XX 先 生 の 後 に つ い て 言 っ て 下

さい 」 と教示し、モ デル は 、 全文で は な く1文節ず つ

示範 し模倣 させ る。

　ス テ ッ プ 1 と 2 で は 正 反 応 に 対 し シ
ー

ル および 言語

的強化が随伴す る が 、ス テ ッ プ 3 で は 、言語 的強 化 の

み行 な っ た 。

〈 般化試行と維持試行 〉 すべ て の正 反応 に 随伴 して シー

ル を与え強化す る以外は、ベー
ス ラ イ ン と同 じで ある 。

　　　　　　　　　 結果 と考察

　マ トリッ クス 訓練の 結果 、各サブ マ ト リ ッ クス 内で

文 の生成が どの よう に 般化 したか を図 1に 示 した。こ

れ に よれ ば 、 サ ブ マ トリ ッ クス 1 か ら西 に おける般イヒ

率は それぞれ 、
79％ 、

75％ 、
88％、88％ 、であ っ た が、

サプ マ トリ ッ クス V におい て は 、33 ％ と減少 し た 。 こ

れ は 、後半 の マ トリ ッ クス に い くに つ れ て 、構成され

た 文 に新 しい 単語が増える た め に 、発話 の 際 に 混同が

起きやす くな っ た た め で ある 。 ま た 、 維持に 関 して は

高い 正答率を維持 した 。

　したが っ て 、本実験 の 結 果か ら、 1 ） マ トリ ッ ク ス

訓練 は 日本語 の 習得 に 関 して も有効 で ある こ と、21｝
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　　　　　　　　　　　 結果

実囎 間般化 ・ 本訓練 と同 じ搬 で ・・試行テ ス トを行
な っ たが、正 答率 は 100％ で あ っ た。
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